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I 研究所の過去および現在

111 "t・C 1978年）の 7Ii '.!O 11，フーパー研究所におL、て，

新｜二）レ結成式が行なわれ，ブ寸ードf(ii大統領の手でテ－

fがIJJ「）れだr スゲンプォード大学のンンボルとしてし

ばしば写真に登場すζ，2:1階，￥J70／ートルのタワー状の

遺物（Ho，ハerTower），これに隣接する 2階建の宏大な

Lou Henry 1!0<,,・cr Buildinι とL、う既有の二つの建物

に力IIえて‘ 後者一の建物と女I1:なす HerbertI looYer Mε－ 

morial Buildi聞が増設されたのである。建設資金の700

ゲド 1[.,i主連邦政府カ＇，，供与された。この研究所の創設者

でもある第：ll代大統領ハーパート・フーパーの功績をキ己

主寸ると」ぺ趣nであるn 建設資金供与が決定された＇＇ i

II与の大統領がノ寸ードであった。

落成式の招待’各のなかで，フォー Fと益んで注目を集

lめたのは‘ i¥ffカリフすルニア州知事，というよりも先の

大統領選挙で力ーケーと争った共和党の大統領候補ロナ

ルド・ 11-・.ljンであるリーカ、ンどフーノレ研究所との関

係には浅か九ぬものがある。研究所の J人の名誉研‘究員

(honorary fellow）のろちの A 人であ－，-c，州知事当時

のが1人資料を研究所に提fJIぐしている， とヤったこ土か人

もそれはうかがえるc だがτ こうし た照係はむしろ炎lfli

ll'Jt工もので，実はも v Jど深し、とこ 7iで酢i?Iは結ばれてし、

-/,j C 

過去数年来，ブーパー研究所の活動においてIi立ノた

動きがみムれた。 l週内研究の函で野心的な拡充・強化を

はかると同時に，外［号研究のjfoでも政策志向を強めてU、

ろれそLて、それにともなず》て，アメリカにおける｛呆主y

陣営のシンケ・ケンケ左して釈の注Rを集めつつある。

ブーパー研究所のこうした変貌を中心になって推進し

てレるのは，過去20/t－楽理事士、よ (dir仁ctor）のi織にある当
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ヤ午ベル（W.Glenn Campbell）であるのフーパ一白身

によって抜隠されたキャンへルが，ここにャた J》て新た

な使命感に燃えて研究所の強化策と取組むことにな－，た

動機については，つぎのように伝えられている。

1960年代後半から1970今代初めにかけて，ベト十ム！ズ

戦運動，市民権運動，学園闘争の嵐がア Jリカ中を席捲

したぐエスタブリッシ工メントの権1威力工大きく招らぎ、

部の保守層のあし、だには体制的危機惑が拡が－，た。

スタンフォード大学が闘争の11問中lこおかれた19的年5

)j、7ーパー研究所もその攻撃目標のーっと Lされた。か

れてかム冷戦同調的研究で匁lられていたからである。攻

撃にさらされて寺ヤンベルは，断181「パスティーユを守

るj ことを決意したのだと」、う。フーパー研究所が野心

的な主主充に乗り出すのは、その直後， 1970年代の初めか

らである。

キャンヘルは苦から共和党右派と関係、が深かった。か

つて共和党のタカ派として長IIられたゴ－ 1［ドウォーザー

が大統領選に立候補したとき，彼はw,i;,tnJを勤めたことが

ある。またりーガンとの関係も長ν。知事時代のリーガ

ンによってカリフォルニア大学の詳議員に指名されてし、

る。だがキャンベルだけでなく．ブーパー研究所には，

ほかにも共和党とつながりのある者が少なくない。なか

にはニケソン，フォードと続いた共和党政権に参加した

者もし、る。

-y iリカには，政府憶力と密接な関係を保ち， [I¥J主

的または間接的に政策立案に資する研究を H指している

シンク・苧ンケがいくつもある。なかでも有名なのが民

主党系のフマルッキングス研究所と共和党系のAEI(Ame-

rican Enterprise Institute of Public Policy Resean：、h)

であるのしかもこれらのシンク・ゲンクは，政策立案に

関与することを通じて政府権力と結びついてかるだけで

はないの人的にも結びついている。すなわち（公式には

独立の研究機関を襟務しているのが普通であるが）背後

に控える各党が政権を獲得したとき‘研究スタップのな
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かから人材を政府機関に送り込み，また政権を失うと，

指導的な政府官僚をスタッフとして迎えるといった，い

わば在野の政府としての機能を果たしている。いまやフ

ーパー研究所も，そうしたシンク・タンクたることを目

指して乗り出したものと，一般にみなされている。むろ

ん共和党系，とりわけ右派との関係が深い。

研究所の保守派的性格は，研究所の「顔」ともいうべ

き有名人の顔ぶれからもうかがうことができる。

リーガンを除く名誉研究員2名のうち，一人はソ速か

らの亡命作家のソルジェニツイン，他の一人は著名なノ

ーベル賞受賞経済学者のハイエクである。もっとも名誉

研究員は研究所内にオフィスを構えているわけではな

u、。
研究所を拠点として活擁している研究者のなかで日本

でもよく知られている有名人に， ミルトン・フリード7

ンとマーチン・リプセットがいる。フリードマンもノー

ベル賞を受賞した著名な経済学者であるが，一方ではリ

ベラル派に対してときに激しい攻撃を浴びせるタカ派的

発言でも有名であるo社会学者として著名なリプセット

は，民主党員であり，自称“オールド・リベラル”であ

るが，右旋回が指摘される最近のアメリカの時流を代表

する学者の一人とみなされている （NewsWeek, Nov. 

7, 1977）。シンク・タンクにおいては，党派性がむろん

重視されるとしても，ときによっては思想傾向の親近性

がより大きな求心力として働く，ということではないで

あろうか。ちなみにブルッキングス研究所の所長B.K. 

マクローシィ（Bruok MacLaxy）は共和党員である。

フーパー研究所の研究スタッフはきわめて多彩な顔ぶ

れからなっている。個々人の政治的立場や信条は，むろ

ん一様でない。著名な哲学者のシドニー・フックのよう

に，自称五社会主義者まで含まれている。にもかかわらず，

研究スタッフ全体を一つの保守陣営として結びつけるも

のがある。それは各人が共有する確固たる ζ反共ミの信

念だといわれている。

ところで，ソルジェニツイン，ハイエクが名誉研究員

に名を連ね，リプセット，フリードマン，フックといっ

た研究所の「顔」がスタッフの一員として加わったのは，

せいぜい過去数年来のことである。先述の里子心的な拡充

努力の「成果jである。それ以前は，研究所は，研究活

動面よりも膨大かつユニークなその所蔵資料で知られて

いた。研究所の沿革が示唆するごとくである。

フーパー研究所の所蔵資料は，第一次世界大戦中ヨー

ロツパの救済復興に関係していたフーパーが，自分自身

長二で三一 → 研究機関紹介す τ一七一一

でも集め，また戦後彼がスタンフォード大学に資金を提

供して集めさせた，大戦に関する広範囲にわたる資料が

もとになっている。彼はスタンフォード大学の第一回卒

業生であった。こうして戦争中から戦後にかけ集められ

た資料のなかには， 1918年のドイツの革命に関する資料

や，ツアー権力の崩壊からボルシェヴイキの権力奪取に

いたるロシア革命のそれぞれの局面をカパーする資料が

含まれていた。ついで第二次世界大戦にいたるまでのい

わゆる戦間期には，台頭するナチズムに関する資料が加

えられた。日本および極東地域の資料の収集が開始され

たのは，第二次大戦後のことである。中国革命について

の貴重なコレクションが，研究所の声価をいっそう高め

ることになった。今日ではさらに，アフリカおよび中近

東，それにラテン・アメリカも収集対象地域に含まれて

いる。

一方，研究活動の函では，そのスタートがきられたの

はかなり早い時期であった。すでに1920年代末に，入手

した資料の利用をはかる目的で， ドイツの革命やロシア

革命に関する研究グループが研究所スタッフを中心に組

織されている。しかし研究活動が飛躍的発展を遂げるの

は， 1960年代以降のことである。

フーパー研究所の研究および資料収集の対象地域は，

いまでは全世界に拡がった。ところが研究所の活動を支

える問題関心の所在は創設期から終始変わっていない。

かつて創設者のフーパーは，研究所の設立目的について，

「カール・マルクスの教義の害悪を暴きJ，「そうしたイ

デオロギーからアメリカ的生活様式を守ること」だと述

べて，スタンフォードのキャンパスに波紋を投じたとい

われる。今日，設立目的としてフーパーの発言からしば

しば引用されるのは，つぎの一節である。 「この研究所

の目的とするところは平和の推進である，その（活動の〉

記録は戦争を推し進めようとする者の前に立ちはだかっ

ている。それはまた平和を探求する者を惹きつけるよう

でなければならなU、J。一見まことに崇高な目的である

かにみえる。だが留意すべきことは，そこにはフーバ一

流の平和認識が前提されているということである。人民

の解放を求める革命運動も，ナチズムや日本軍国主義も，

ひとしく平和の撹乱要因であり，したがってまた現存の

社会秩序を乱す害悪の根源なのだ，という想定がそこに

はある。こうした害悪の根源を究明することを通じて平

和の推進に寄与すること，これが一貫した研究所の活動

の狙いであった。フーパー研究所の正式名称に付された

“on War, Revolution and Peace，，の一句は，まさに
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こう Lたたえ方に111来す一るものであるの

II 機構・活動・財政

ブーパ一研究所の機構は，その活動llllかん見て，間三

館，研究部内j，出版部門の九部門に大きく分けることがで

きるであろう。現在ーのス夕、ソフは全体で約1]5名である。

150 万冊の！送~--1r を持る図書館部門には、つぎの各地域

につL、てのコレクションが，；－－；；－まれる。、／irl:lお主ぴ：東欧町

丙内J，東アジア‘アフリカお上びqij!_i:東噌ラテン・アメ

リカの各コレケションである。

なかでも有名なのは、ソ連・東欧地域をカバーするコ

レケンョ〉である。 「7。ヲウグ：1(¥I］干I］号の7 イクロフ f

yレム・ゴピーをソビエト政府が買い求めた，というエピソ

ードが伝え t，れているの凶1，究コレ？ンJ ヨンには，本｜議の

fク＇）ーを IJ,,Jるといわれるムソゾリ一二関係資料や、

ヒ、ゾトラーについてのtっとも定幣な記録が所蔵されて

いる。 q-11司革命史資料の宝庫である東アジア問書館の慨

要につL、では，項を改めて述べるのそのほか近年アフリ

カにおし、で民挟解政運動の火の手が燃え拡がるとただち

に専門家f守派遣して資料の収集に努め，主たキコーパ革

命以fをの弓テン・アメリカにおけるJ京命運動の動向にも

'i？；に注意をお、らない。

来干I]の個人手記や同体記録とし、－－，た熊の第‘次資料

；土，アーカ fブスにまとめて保管さjして十る。時折公開

3れる展示を覗くだけでも‘萱宮かつ多彩な所蔵資料の

一端をろ力ミZ’：＇.

祇、 ローが・ルクセンフやルグのf,J:tt1日記，ゲッベルスや

ヒムラーな 1::・ナチ指導者の若ぎれの日記，さんには第ご

次大戦lドにH本濯が戦湯で散布した米軍向け宣伝ヒラに

いたる支で町参観？？を驚かせる材料にとと欠かない。中

国関係の資料にもニム・ウエールス〔エドガー・スノー

夫人〕やス千「ノレ内ェル将軍のフ YイノLなどが含まれて

いるの予f千百なノン 7 ｛クション作家パーパラ・ケ、ソケ 7

ンlt，ここぷ）資料を十分活用Lて，ベストセラー「スチ

{ Yレウコ： IL-とアメリカの中国経験， 1911 1945Jを去し、

た。主た長jfiでは， 1j:1国国民党の最高権力者の」人であ

った栄子どの関係文たがそ日 2 くりつ｜耳元ムれている。

つぎに刊すE/,f,動心川ro－日土， Internalion日lStudies I》r昨

日ram ど l)ome,tic Studies Programがいまや同等の比

重をもつにいたったの

まず同際研究の分野を見ると‘シンポジウム方式の研

究交流組織「たとえば「イタリーとユーロコミュニズ、ムJ)

があって，会議のぺーパーをllJけしているのまた縦続・tr
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業としては，同際共産主義運動についての年報や共産隠

諸問の党史シリーズが引続き刊行されている。地域研究

において中心的な役割を果たしているのは，問書館部門

の各地域のコレクションの責任者をも兼ねる scholar-

curatorである。各自の研究成果を個別に発表するほか，

共同研究を長fli織し成果をとりま土めるといったすルガ

ナイザーとしての役割をも担っている。さらに定期刊行

物を刊行している地域部門もある （RussianRcvino）。

研究スタップの各メンバーは，同際研究たると国内研

究たるとを問わず，各専門分野で研究業績があり，それ

なりの権！戒を認められている研究者が多数を占めるc

senior fellow, senior research fellow とよば:h,るこjも

んの人たちのなかには，大学教授から転じた人やま見に大

手教校を兼ねている人が多く，名実ともに学界の指導的

地位にある人も少なくない。ハーバード大学教段か人中ヱ；

じた ＇） -7'＇七、ソトもそうした一人であるが，同 niorfellow 

であると同時に，スダンフォー，~－大学の社会学l'fl\教授を

兼ねている。

おそらくこうした事情，つまり各研究青がし、わば「’

IF.!--J成の：iてj とし、った険相を呈していることと関係があ

ると忠われるが，研究活動，とりわけ国内研究は，各研

究者の自三｝的な活動iこ委ねられており，全所的な企画l,

,ii帯整といったことにはあまり重きが置かれていなし、よう

にみえる（国際研究，同内研究の各fログラムに外部の専

門家からなる advisorycommitteeがそれぞれぷけられ

てはいるが）。ところがその反面i，各人の業綴霊視、と

りおけ「量産j重視（発表の形式を関わなしつがきわめ

て徹底しているようである。“publish or perish”など

という吾葉は，大学教授に対してよりも，むしろ研究所

研究員に対してこそ祁応しい。

研究活動のなかには，研究所のシンク・タンクとして

の機能と切り離しえないものが含まれる。 「守： ~p~ と政策

を結ぶ橋梁Jとよばれるシンク・タンク的機能を研究所

がE引見するにつれて， 1冴究背のなかに議会で討;°1＇をし

たり，政府の政策立案に直接関与したり，とし、った？，が

WIえ，そのような活動も研究所の研究活動の虚要なム環

とみな~れ，研究所の権威を高めるものとして歓迎3れ

ている上うである。

研究所の政治的作格は，研究活動而にも反映する。 A

E Iとの共同プロジェクトなどもその」例であるが，こ

こで一つのエピソードを紹介しておこう。

日午if－日本で評判になったガルプレイスの「不確実性の

時代jのテレビ放映が1977-/f－にロサンゼyレスで行なわれ



Ⅲ　東アジア図書館について
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た際に， 12回にわたる放映ごとに批判的なコメントが持

入された。評者は毎回異なるが，掃入を嬰求したのが

フーパー研究所の研究スタップの一見ジ且ラルド・マス

グレイプ（GeraldMusgrave）である。との件で中心的

な役軍事jを果たした彼のほかじも，研究所のスタッフから

5名，それにリーガンが評者lと加わった。しかもフーバ

ー研究所は，放映後各コメントを一冊のバンフレットに

まとめて守出版した （The Galbraith Viewpoint in 

Perspective）。ノfンフレツトの編者であるすスグレイプ

は序文に記している。 「長年ガルブ伊レイス教授はリベラ

ノレであって，政治イデオロギーの主流に粂る者とみなさ

れてきた。事実はとし、えば，彼はりベラJI,・ではない。ガf

ノレブレイスが社会主義的見解に固執していることを多数

の汗者が論難している」。

さて，研究所の研究スタップのなかには，学位を取得

して聞のないちけ研究汗（rese訂 chfellow）も少数なが

ら含まれている。また研究員とは別に，研究助手や秘書

といった人たちポかなりの数を占める。

研究所はその活動の一環として，若い研究者に対する

研究助成を行なっている。 t王，I'ー今ー問研究所内にオフィ

スを与えられ，教職義務などから解放されて研究に専念

できるだけの資金を供与される。毎年10数名の枠に対し

て全聞から数百名の応募者があるというから，競争は激

しU、。

研究所には j週去数年間，長期，短期の滞在者を含め

て毎年1000人以上の visitingscholorが，国内のみなら

ずlit界各国から訪れるn 研究者（学生を含めて〕であれ

ば，図書館の門戸は誰にでも開かれている。古いところ

でほ，ロシア十月革命によ J Jて失脚した臨時政H'.U主相の

ケレンスキーが箸作のためここで数年を費した。最近で

はプ1レシ工ニツ fンも短期間三こに滞在して仕事をし

た。

研究所のいま一応つの活動分野に出版活動がある。 1977

年にはリプリント版を合めて41点が刊行された。ゅうに

普通の大学出版局（UniversityPress）の出版点数に匹敵

する規模である。も J lともとのなか陀は，キッシシジャ

ーの講演を活字にした19ページの小冊子といったものも

合まれている。出版物は研究所スタッフの著作tこ限らな

い。所内外を問わず研究所の目的に沿うものであればよ

い，という考えなのであろう。なお，ス亨ンンフォード

大学には，別に出版部門（StanfordUniversity Press) 

があるの

フーパー研究所の財政について語るためには，まず研

…刊一.''" ＇＂＇＇百一山町一，.，.，.，－研究機関 l紹介 ー

究所とスタンフォード大学との関係からみていかねばな

らない。

研究所は，大学の枠内にとどまっているものの，半ば

独立した機関だといわれる。緊密な関係にあるのは図書

館部円である。研究所の図書館部門は大学の図書館シス

テムの一部に組み込まれており，研究所の蔵書150万冊

は大学の所蔵図書の3分の 1を占める。いわばその見返

りとして，研究所の殴書館経費の大部分を大学が負担す

る。この負担額が研究所の金収入の30%を占め， 1977～

1978•年において約120万ドルであった。

図書館部円以外では，研究所はみずからの収入に依拠

してほぼ独自に活動を行なっている。研究所理事長は，

大学総長を通じて，大学理事会に対して責任を負うこと

になっている。だが学部側かち制約を受付ることは，劉

？ち館活動を除いて，ほとんどないようである。またそれ

だからこ二そ，共和党右派のシンク・タンクとい・った活動

力主可能なのであろう。

研究所の収入の内訳は，大学からの収入部分のほかに

は，つぎのような構戒がらなっている。すなわち全収入

のうち，倒人や間体からの寄付金収入が42%，基金運用

益力~11%，連邦政府からのグラントが9%，出版物等の

販売収入が8%，とい・った割合である。 1977～78年度の

予算収入は440万戸ルであった。ほぽ2傍の財政規模を

もっプノレツキングス研究所に比べると，基金運用収入や

出版活動等から得られる収入部分の占める割合が小さ

い。図番館部門を別にして，財政基盤がそれだけ弱いと

いうことであろう。寄付金獲得のため毎年多大の努カが

払われている。なお1977年には日本の自動車会社， トヨ

タと日産主主資金を提供して，日本センターが研究所内に

設鐙された。

国東アジア図書館について

スタンフォード大学を訪れたことのある多くの日本人

にとって，フーパー研究所の東アジア図書館はとりわけ

馴染みの深い場所である。フーパー夫人の名前からとら

れた LouHenry Hoover Buildingの中心部分をそれは

占めている。正面入口を入ったところに古い中国の陶磁

器などが展示されており，またそこに働く職員の大部分

は日本人や中国人（国籍は別〉である。所蔵図書は日本

語や中同訴のものばかり。いわばアメリカにおりる「ア

ジアの雰囲気」といったものがそこには漂っている。

東アジア図書館には多数の日本人が訪れるけれども，

資料を利用するための滞在者には中国研究者が多い。豊
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宮な中文図書蓄がそこに所蔵されていることは，日本人研

究者のあU、だでもある程度知られている。

フーペー研究所に限らず，アメリカの一部の図書館に

は，日本に欠けている中国語資料を数多く所蔵している

ところがある。どりわけ筆者主主多少とも知識を有する

1930年代以降の資料については，日米聞に多大の資料ギ

ャップが存在する。そしてこのギャッブには，アメリカ

に行く機会に恵まれない日本人研究者の怒像を超えるも

のがあるのではなかろうか。だがギャップが存在するこ

と自体は，なんら不思議なことではなU、。なぜそれが生

じたのが考えてみると争容易に納得がヤく。

日本に欠けている中国語資料は，つぎの三つの範嶋に

分けて考えるとよい。第1に，日中戦争開始後の奥地，す

なわち国民党支配地区と共産党支西日地区の資料である。

戦争相手の資料の入手が難かしいことに加えて，かりに

入手できたものがあったとしても特殊な機関に秘匿さ

れ，戦後散逸したものと思われる。第2に，日本の敗戦

直後に刊行された資料である。資料を収集する人，金，

組織のす八ての条件が欠砂ていたからである。第3に，

新中閣の地方新聞である。アメリカが所蔵する膨大な地

方新聞は，元はとU、えばアメリカの諜報機関が集めたも

のであろう。ソ述と国境を接するtr彊者の新聞く『新蛋

日報』〉などをいったいどうして集めたのか。こうした

資料が日本にないのは不思議でなャ。

以との三つの範暗に加えて，おそらく第四の範靖を付

け加えるべきかも知れない。それは台湾，香港で刊行さ

れた中国誇資料である。筆者の想像に誤りがなければ，

日本でほとかくとれらの資料の収集が軽視されがちであ

る。しかしたとえ香港・台湾情報に信頼性に欠けるもの

が多いとしても，資料収集努力を怠って上いをいうこと

陀はならない。それらをどう利用するかというのは，

研究者の主体性に委ねられるべき問題である。

フーペー研究所の東アジア図書館は，前三？？の範図書の

資料を多数所蔵していることで，全米でも有名である。

しかも原本がこ二にしかなヤといった貴重な資料が少な

くないのは，収集者の卓見と努力に負うところが大であ

る。

第二次世界大戦力2終る前から，当時の研究所理事長

(Harold H. Fisher）は，戦後に備えて資料収集方針を定

めていたといわれる。戦争終結の翌年までには，日本と

中国に，スタンフォード大学卒業生を中心とする資料収

集網が形成された。

日本においては，終戦の年の11月，のちに東京オフィ
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スとして知られるようになった出先機関を神田に設け

て，空襲で廃塩と｛ヒした東京で資料を収集した。

一方中国において資料収集の中心となったのは，のち

にエール大学の最初の女性教授となったメリー・ラ fト

(Mary Wrightである〕。ハーバード大学のフェアパン

ク教授が彼女の想い出について記したところによると，

太平洋戦争勃発の直前に夫（ArthurWri悼のとともに

北京に留学した彼女は，戦争中日本軍によって1!1東の奴

容所に囚われていた。戦後，解放された彼女に対して，

フーパー研究所が資料の収集を依頼した。 1946年から47

年にかけて，北京に涯を定めてはいたものの，彼女の行

動範囲は，中国共産党の本拠地の延安をはじめ中国の各

地に及んだ。 「彼女は北京の古本市場である琉璃廠をし

らみつぶしに尋ねまわり，政府諸機関を散々悩ませ，収

蔵図書の噂を耳にすればこれを採り当て，また当時米軍

支援の下で中間の各地を結んでいたずタガタのDC3型

機に便乗して主要な中心地に飛んでいく」といった収集

努力を行なったのである。こうした彼女の収集成果の一

端を，今日われわれは，東アヅア図書館所蔵の痛みのは

げしい粗末なパンブレットの裏表紙に印された“Wright

Project, 1947・’とL、う押印に見出すととができる。 1947

年lこ帰国した彼女は，東アジア図書館の初代の curator

となった。彼女が中国を去ったあとも，資料収集は号｜続

いて行なわれた。中国の各主要都diに資料収集のための

代表がおかれていた。大都市があいついで解放容れるこ

とになる1948年の宋まで努力は続けられた。

この時期に収集された資料が，東アジア図書館の蔵書

をきわめてユニークなものにした，とフ且アパンクは述

べている。加えて1959年に，二ム・ウエールズがかつて

延安などで入手した資料を提供した。さらに19明年代に

入って，メリー・ライトの後継者となったユージン・ウ

ー〈呉文津，現在ノ、ーバード・燕京図書館長〉が，台湾

から共産主義運動（江西ソピエト期〉に関するマイクロ

フィルム・コピーの導入をはかった。

東アジア図書館の所蔵資料に，第二次大戦終結直後の

いわゆる国共内戦期に刊行された資料が数多く含まれて

いるのは当然である。だがそれだけではない。それ以前

の日中戦中に国民党地区と共産党地区で刊行された資料

もまた豊富である。

広い意味での共産主義運動に衡する所蔵資料について

は，周知のように TheChinese Communist Movement 

と題する 2冊本（1921-37および1937-49）において解

題がなされており，また所蔵中文図書全体のffi大なロ録
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(The Library Catalog of The Hoover Institution, 

Catalog of the Chinese Collection）も刊行されてL、

る。しかしこれらの目録類に入っていない所蔵資料もあ

るように見受けられる。また己主中の何頁分かが裁断され

なヤで連なq たままといった，ぜんぜん利用した形跡の

ない貴重資料も散見した。

東アジア同書館の所蔵資料の一部は，マイケロフィル

ム等の形ですでに日本でも購入されている。とりわけ共

産党史に関する資料については，日本でも関心力2高ヤ。

ところが日本における資料購入には従来盲点があった。

国民党関係ゃいわゆる民主諸党派に関する資料はほとん

と入づていない。今後の収集課題である。それといま一

つ唱中国の地方新聞のコピーの導入がほとんどなされて

U、なし、。

東アジア図書館は，地方新聞のオリジナ／レ・コピーも

かなりの程度所蔵している。この面での収集勿カは，

1955, 56年頃から開始された。地方新聞のマイクロフィ

ルム・コピーのアメリカにおける主要な供給院は議会図

書館であるが， 1950年代半ば以降の分になると，タイト

ルによっては，東アジア図書館の所蔵分の方が上回って

νる。だが一般的』こいつて，両者の所蔵分は和五補完関

係にある。なお東アジア図書館所蔵の地方新聞のなかに

は，議会図書館の所蔵リストに載っていない新聞も少数

ながら含まれている。

II本語資料につνてほ，日本の敗戦直後に収集された

資料のなかに戦前の思想、弾圧事件の裁判記録などの貴重

なものが含まれているといわれる。だがその多くは，今

日なお未里会理のままと開くのまた！日満鉄関係資料の所蔵

にもみるべきものがあるという。しかし議会図書館にも

ないといった資料がと、の程度合まれているのか，現在の

ところ十分な把握がなされていないようである。一般的

た印象として，日本語資料については，収集の重点をど

の分野に置くべきか，出版点数の少なャ中国詰資料に比

べてたいへん難かしいように見受けられる。

東アジア図書館がit£集の対象とする資料は，日本語と

中国語の文献に限られている。朝鮮語資料は対象外であ

る。ここに所蔵されている約25万冊にのぼる蔵書の65%

が中文，残りが日文である。スタンフォード大学が所蔵

する中国語，日本語の資料のすべてがここに集呼：される

仕組みになっている。年間の資料購入費はそれぞれ5万

ドルずっと聞いた（78年度？〉。ただし前述の宋子文関係

文書などを取得するのに必要な経費は，おそらく別枠か

ら支出されるのであろう。

東アジア図書館長（curaぬのは，数年前にすイアミ大

学経済学部教授から転じたマイヤース博士（R沼田nH. 

Myers）である。彼の著書“The Chinese Peasant 

Economy”（Harvard Univ., 1970）は，戦前の満鉄調査

部の手になる「中間農村慣行調査J金6巻などの調査結

果を駆使して書かれたものとして，日本でも知られてい

る（Iiアジア経済』第12巻第10号 1971年10月参照〕。中国

務と日本語の双方に通じる研究者である。図望書館の資任

者であると同待に，研究者として中国の領膏訟に凋する

研究プロジェクトや日本の植民地支配に関する研究プロ

ジェクトを，共同研究者とともに推進しているa

東アジア図書館においては，中国語と日本語の資料は，

それぞれ数名からなる中国人c日本人のスタッフの手で

処理されている。首薬のrruでの不自民iはない。

ブーパー研究所の研究スタッフのなかには，中国研究

者と日本研究者が含まれている。だが全体に占める比重

は小さい。中国研究では，中国経済についての多数の著

作で知られる呉元家（consultantの肩書をもっ〕のほか

に，比較的若い研究者が2名いる。日本研究者としては

元駐日公使のエマソン氏 (JohnEmmerson）が知られ亡

し、るくらいのものである。

〔付記｝ 小稿l主主としてつぎの資料に依拠して書い

た。（l)TheHoover Institution, Report 1978, [2) 

F,ast Asian Col!e:-tion, (3)The New York Times 

tvlagazine, July 23, 1978, (4)Palo Alto Times, Aug. 

27, 1977, (5）（スタンフォード大学） Campus Reρort, 

Oct. 4, 1978, {6).Tohn K. Fairbank, China Perceiv’ed, 

New York, Random House, 1976. なおプルッキン

グス研究所に関する資料は動向分析部の浅野幸穂reか

ら提供していただいた。

（アジア経済研究所調査研究部）
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